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ＣＯＮＴＥＮＴＳ ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

月号 月号 

35

南房総市開催 

総人口（－51） 
44,173人 

男（－21） 
21,160人 

女（－30） 
23,013人 

世帯数（－11） 
17,060世帯 

出生 28人 死亡 81人 転入 76人 転出 74人 （　）内は前月比 軟式野球 H22.9.25～10.5 自転車 
会期 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

人口の動き （平成21年2月1日現在） 

久々に会う仲間たちとの歓談や写真撮影にと大いに盛り上がりました。 （関連記事は、4頁）

県知事選挙･地上デジタル放送

祝成人～希望に向けての門出～

新春賀詞交歓会･消防出初め式

こんなことがありました

市民海外交流研修報告④

2

4

5

6

7

お知らせ（ドクターヘリ･公民館講座など）

知っておこう障害福祉制度

～障害者の税控除など滷～

エコ★ニュース～快適な住みよいまちづくりのために～

健康だより～介護予防のすすめ～など

ウォーキングイベント特集･市の民話

まちづくりの主役たち

8

10

11

12

13

14

南房総市
携　帯
サイト

南房総市
安全安心
メール
配信登録
QRコード

房総半島最南端「野島埼灯台」 
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月号 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 
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千
葉
県
知
事
選
挙

2009年2月号

一
票
の
重
さ
を
自
覚
し
て
、
自
ら
の
意
思

で
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

３
月
29
日
（
日
）

告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

３
月
12
日
（
木
）

投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
場
所

３
頁
の
と
お
り
で
す
。

※

第
７
投
票
区
の
投
票
所
を
久
枝
青
年
館

か
ら
市
役
所
富
山
支
所
に
、
第
46
投
票
区

の
投
票
所
を
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
か
ら
市
役
所
和
田
支
所
に
変
更
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
選
挙
か
ら
旧
第
13
投

票
所
の
平
久
里
下
青
年
館
は
第
12
投
票
所

の
富
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
統
合

し
ま
し
た
。

投
票
で
き
る
者

次
の
要
件
を
満
た
し
、
南
房
総
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
。

年
齢
要
件

平
成
元
年
３
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
。

住
所
要
件

平
成
20
年
12
月
11
日
ま
で
に
南
房
総
市

に
住
所
を
有
し
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

南
房
総
市
に
住
所
を
有
す
る
者
。

ま
た
は
、
南
房
総
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
が
あ
り
、
平
成
20
年
11
月
11
日
以
後

の
転
出
者
で
、
県
内
の
他
の
市
町
村
に
１

回
限
り
転
出
し
た
者
。
な
お
、
新
住
所
地

で
登
録
さ
れ
て
い
な
い
者
に
限
り
ま
す

（
こ
の
場
合
、
市
区
町
村
発
行
の
「
引
き

続
き
県
内
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
が
必
要
で
す
）。

※

平
成
21
年
３
月
２
日
以
後
に
市
内
で
住

所
が
変
わ
っ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
人
に
、
世
帯
ご
と
封
筒
で

郵
送
し
ま
す
。

封
筒
内
に
は
同
一
世
帯
６
人
ま
で
の
入
場

整
理
券
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
所
で

投
票
す
る
と
き
は
、
自
分
の
入
場
整
理
券
を

切
り
取
っ
て
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
場
合
や

無
く
し
た
場
合
は
、
投
票
所
の
受
付
係
に
そ

の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
人
名
簿

に
登
録
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所
し

投
票
所
は
、
こ
れ
ま
で
２
階
に
開
設
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
１
階
に

変
更
し
ま
し
た
。

選
挙
公
報

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
を
新
聞
折
り
込
み
で
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
人
で
郵
送
希

望
の
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
に
あ
る
公
共
施
設
に
も
選
挙

公
報
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
票
（
即
日
開
票
）

場
　
　
所

富
浦
体
育
館

予
定
時
間

午
後
９
時
15
分

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

TEL

33
―
１
１
３
１

て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
投
票
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ

め
施
設
な
ど
の
管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

が
必
要
で
す
。

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
と
点
字
投
票

自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
で
き
な
い
人

は
、
投
票
所
で
投
票
管
理
者
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
係
員
の
代
筆
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
点
字
で
投
票
さ
れ
る
人
は
、
投
票
所

の
受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

仕
事
、
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
市
内
の
ど
こ
の
期
日
前

投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
開
設

し
て
い
ま
し
た
期
日
前
投
票
所
は
、
市
役

所
和
田
支
所
に
変
更
し
ま
し
た
。

白
浜
支
所
お
よ
び
千
倉
支
所
の
期
日
前

3
月
29
日
（
日
）
は

千
葉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

千葉県知事選挙　期日前投票所一覧 

開設期間・開設時間 期日前投票所名 

3/13(金)～3/28(土) 
午前8時30分～午後8時 

3/23(月)～3/28(土) 
午前8時30分～午後8時 

市役所別館１ 

富山支所 
三芳支所 
白浜支所 
千倉支所 
丸山支所 
和田支所 
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千
葉
県
知
事
選
挙
・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

2009年2月号

総務省では、2011年（平成23年）7月
の地上デジタルテレビジョン放送への完全
移行に向けて、2月2日（月）に千葉市中
央区に「総務省千葉県テレビ受信者支援セ
ンター」を開所しました。
テレビ受信者支援センターでは、テレビ
受信者の皆さんに円滑に地上デジタル放送
に移行していただくよう、デジタル化に関
する相談対応や受信実態の調査、さまざま
なアドバイス提供など、地域実情に応じた
「受信者サポート」を行います。

悪質商法に関する注意
「テレビのデジタル化工事」を装った詐欺
にご注意ください！

 

千葉県知事選挙　投票所一覧 

 

地
　
区 

富
　
浦 

富
　
山 

千
　
倉 
丸
　
山 

和
　
田 

三
　
芳 

白
　
浜 

投
票
区 

投　票　所　名 
地
　
区 

投
票
区 

投　票　所　名 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

1０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

３１ 

３２ 

３３ 

３４ 

３５ 

３６ 

３７ 

３８ 

３９ 

４０ 

４１ 

４２ 

４３ 

４４ 

４５ 

４６ 

４７ 

４８ 

４９ 

５０ 

５１ 

５２ 

南無谷枇杷倉庫 

原岡区公会堂 

多田良公会堂 

八束小学校体育館 

大津公会堂 

豊岡青年館 

市役所富山支所 

岩井小学校屋内運動場 

岩井漁業協同組合事務所 

合戸青年館 

二部中央青年館 

富山コミュニティセンター 

滝田公民館 

三芳農村環境改善センター 

三芳花束加工施設研修室 

増間コミュニティセンター 

乙浜集落センター 

塩浦構造改善センター 

原経営管理所 

市役所白浜支所 

青木経営管理所 

島崎公会堂 

西横渚区集会所 

川下会館 

砂取事務所 

根本集会場 

大貫コミュニティ集会所 

健田小学校屋内運動場 

寺庭地区コミュニティ集会所 

千倉公民館 

平舘コミュニティ集会所 

忽戸コミュニティ集会所 

平磯コミュニティ集会所 

大川青年館 

白子東浜･川端コミュニティ集会所 

大井青年館 

宮下集会所 

丸山保健福祉センター 

丸本郷集会所 

小戸青年館 

市役所丸山支所 

沓見青年館 

加茂集荷所 

千歳ミーティングハウス 

柴区集会所 

市役所和田支所 

和田町漁業協同館 

真浦区集会所 

北三原公民館 

自然の宿「くすの木」多目的ホール 

南三原公民館 

和田中学校被服室 

テレビ受信者の皆さんからの問い合わせについては、
「総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター」
（地デジコールセンター）にて一括して受け付けます。

総務省千葉県テレビ受信者
支援センターの業務開始

～地上デジタル放送に関する受信相談体制を整備～

※ 地デジコールセンターとテレビ受信者支援センター
は、相互に連携・協力のもと、地上デジタル放送の普及
推進を図ります。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
（地デジコールセンター）

（電　　話）0570－07－0101
（受付時間）平日　　　　午前9時～午後9時

土日・祝日　午前9時～午後6時
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祝
成
人
〜
希
望
に
向
け
て
の
門
出
〜

2009年2月号

平
成
21
年
南
房
総
市
成
人
式
が
、
１
月
11

日
（
日
）
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
新
成
人
３
６
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
久
々
に
会
う
中
学
・
高
校
の
仲

間
た
ち
と
の
歓
談
や
写
真
撮
影
に
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
と
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、

新
成
人
を
代
表
し
て
、
山
田
竜
巳
さ
ん
（
千

倉
地
区
）
大
河
内
綾
子
さ
ん
（
丸
山
地
区
）

の
２
人
か
ら
「
新
成
人
の
誓
い
」
が
あ
り
ま

し
た
。

「
野
球
を
通
じ
て
仲
間
の
あ
り
が
た
み
や
、

信
じ
あ
う
こ
と
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
は
、
周
囲
の
人
た
ち
に
感
謝
し
つ

つ
、自
分
な
り
に
精
一
杯
生
き
て
い
き
た
い
。」

「
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
職
人
・
建
築

士
の
様
子
を
間
近
に
見
て
、
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
び
、
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。」
と
力
強
く
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

閉
式
後
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
安
房
八
幡
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
新
成
人

を
お
祝
い
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
力
強
く

迫
力
の
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
に
、
新
成
人

た
ち
は
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
、
式
当
日
に
撮
影
し
た

集
合
写
真
や
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を
編
集

し
た
Ｃ
Ｄ
を
後
日
郵
送
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

※「チーバくんお出かけ日記」として、市ホームページ（千葉国
体）で紹介しています。
問い合わせ 生涯学習課国体推進室　TEL 46－2964

平成22年に県で開催される国民体育大会「ゆめ半島千葉国体」
のマスコットキャラクター「チーバくん」が、市内におでかけし
て国体のピーアールをします。

チーバくんがやって来た！（1／11）

新成人の皆さん

山田さん

大河内さん

新成人の門出を祝う和太鼓の演奏

チーバくんと仲良く
ハイチーズ！

今日は、成人式にやってきましたー!!
今年は、昭和の最後の年と、初の平成生まれの新成人

が対象なんだって～！時代の流れを感じますねぇ。
新成人のみなさーん！今日は、本当におめでとうござい
まーす!!
それでは、今年も色んなところにおでかけして、千葉

国体のピーアール、ガンバッていくぞ～

祝
成
人

希
望
に
向
け
て
の
門
出
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新
春
賀
詞
交
歓
会
・
消
防
出
初
め
式

2009年2月号

１
月
17
日
（
土
）
市
、
朝
夷
商
工
会
、
内

房
商
工
会
３
団
体
主
催
に
よ
る
南
房
総
市
新

春
賀
詞
交
歓
会
が
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
来
賓
、
商
工
会
関
係
者
、
市
関

係
者
あ
わ
せ
て
２
４
２
人
が
出
席
し
ま
し

た
。「

厳
し
い
新
年
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
市

と
し
て
も
で
き
る
だ
け
景
気
対
策
に
力
を
入

れ
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
引
き
続
き
市
民
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
き
た

い
。」
と
石
井
市
長
の
主
催
者
代
表
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
昨
年
度
叙
勲
･
褒
章
受
章
者
８

人
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
浜
田
防
衛
大
臣
、
木
下

県
議
か
ら
国
・
県
の
景
気
対
策
が
披
露
さ

れ
、
景
気
低
迷
が
予
想
さ
れ
る
今
年
１
年
、

市
民
の
底
力
で
力
強
く
乗
り
切
ろ
う
と
激
励

が
あ
り
、
会
場
は
終
始
景
気
回
復
を
願
う
言

葉
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
士
気
高
揚
、
防
火
思
想
の
普

及
を
図
る
、
消
防
出
初
め
式
が
１
月
５
日

（
月
）
千
倉
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。古

内
団
長
は
じ
め
消
防
団
員
２
３
４
人
が

参
加
し
、
関
係
者
や
多
く
の
来
賓
が
見
守
る

な
か
、
服
装
点
検
や
ポ
ン
プ
車
操
法
演
技
を

行
い
、
寒
空
の
も
と
規
律
正
し
い
動
作
を
披

露
し
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、「
災
害
の
発
生
に
お
け
る

消
防
団
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
な
か
、
団
員

の
皆
さ
ん
に
は
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
、
ま
す
ま
す
の
努
力
を
期
待
し
ま

す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
功
績
者
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
･
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
退
職
報
償
　
銀
杯

前
南
房
総
市
消
防
団
　
　
　
団
長
　
青
木
克
巳

元
和
田
町
消
防
団
　
　
　
　
団
長
　
杉
本
信
行

元
丸
山
町
消
防
団
　
　
　
　
団
長
　
小
泉
規
惠

前
第
２
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長
　
忍
足
賢
志

前
第
３
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
君
塚
和
則

前
第
４
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
中
束
浩
司

前
第
５
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
清
宮
信
英

前
第
６
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
御
子
神
昭
則

前
第
２
支
団
第
３
分
団

副
分
団
長

川
名
順
也

前
第
４
支
団
第
２
分
団

副
分
団
長

宇
山
英
裕

前
第
５
支
団
第
４
分
団

副
分
団
長

石
川
和
也

前
第
５
支
団
第
４
分
団
　
　
班
長
　
高
木
松
男

前
第
２
支
団
第
３
分
団
　
　
団
員
　
近
藤
克
則

千
葉
県
知
事
　
功
労
章

第
４
支
団
　
　
　
　
　
副
団
長
　
　
小
谷
新
哉

第
５
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
石
井
謙
一
郎

第
５
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
鈴
木
一
陽

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
司
令
補
　
鈴
木
輝
明

千
葉
県
知
事
　
精
勤
章

第
４
支
団
第
２
分
団
　
　
分
団
長
　
闍
木
　
豊

第
２
支
団
第
３
分
団
　
　
分
団
長
　
高
野
淳
一

第
３
支
団
第
３
分
団
　
　
分
団
長
　
杉
田
雄
一

第
５
支
団
第
４
分
団
　
　
分
団
長
　
佐
野
博
之

第
６
支
団
第
２
分
団
　
　
分
団
長
　
小
原
　
学

第
７
支
団
第
３
分
団
　
　
分
団
長
　
鎌
田
幸
博

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
司
令
補
　
地
引
　
優

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
司
令
補
　
田
中
信
夫

千
葉
県
消
防
協
会
長
　
　
功
労
章

第
２
支
団
　
　
　
　
　
　
副
団
長
　
池
田
博
和

第
４
支
団
第
４
分
団
　
　
分
団
長
　
石
橋
正
美

第
４
支
団
第
５
分
団
　
　
分
団
長
　
岡
田
幸
一

第
７
支
団
第
１
分
団
　
　
分
団
長
　
大
溝
重
昭

千
葉
県
消
防
協
会
長
　
　
精
勤
章

第
７
支
団
第
２
分
団
　
　
分
団
長
　
石
井
伸
二

第
２
支
団
第
４
分
団
　
　
分
団
長
　
安
田
　
勤

第
２
支
団
第
５
分
団
　
　
分
団
長
　
忍
足
勝
美

第
５
支
団
第
１
分
団
　
　
分
団
長
　
関
　
　
悟

第
６
支
団
第
１
分
団
　
　
分
団
長
　
渡
邊
秀
美

第
６
支
団
第
３
分
団
　
　
分
団
長
　
川
名
健
次
郎

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長
　
　
眞
田
富
持
男

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長
　
　
高
梨
耕
一

安
房
郡
市
消
防
本
部
消
防
士
長
　
　
相
川
　
豊

あいさつする石井市長

新
春
賀
詞
交
歓
会

消
防
出
初
め
式

分列行進の様子

ポンプ車操法演技の様子



が
年
間
を
通
し
て
咲
い
て
い
ま
す
。

●
と
み
う
ら
散
策
コ
ー
ス

磯
を
ぐ
る
り
と
め
ぐ
る
散
歩
道
、
海
と
山
が

見
え
て
景
色
が
よ
い
。
夕
日
の
名
所
で
も
あ
り
、

雀
島
が
夫
婦
岩
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　
TEL

36
―
１
１
５
２

１
月
15
日
か
ら
快
速
バ
ス
「
う

ら
ら
」
の
自
由
乗
降
制
が
始
ま
り

ま
し
た
。
開
始
直
後
の
意
見
は

上
々
で
す
。
中
に
は
「
ど
う
し
て

最
初
か
ら
や
ら
な
か
っ
た
の
？
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
停
が
遠
か
っ
た
高
齢
者
や
、

足
の
不
自
由
な
利
用
者
が
少
し
で

も
利
便
性
が
良
く
な
る
よ
う
に
で
き
る
限
り
の

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
て
走
る
バ
ス
で
す
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
JR
館
山
駅
長
の
粋
な
取
り

計
ら
い
で
、
JR
冊
子
「
小
さ
な
旅
」
に
快
速

バ
ス
「
う
ら
ら
」
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
首
都
圏
を
中
心
に
約
15
万
部
出
版

さ
れ
、
各
駅
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て

宣
伝
力
の
す
ご
さ
を
痛
感
し
た
の
は
、
掲
載

翌
日
に
南
房
総
市
出
身
で
都
内
に
在
住
の
20

代
の
人
か
ら
、「
南
房
総
市
の
バ
ス
が
大
き

く
出
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
く
て
う
れ
し
か

っ
た
。」
と
一
報
が
あ
り
ま
し
た
。
（
Ｓ
記
）

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
TEL

33
―
１
０
０
１

市
保
健
推
進
員
協
議
会
で
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
日
常
生
活

で
気
軽
に
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
「
地
域

で
利
用
し
や
す
い
・
歩
き
や
す
い
道
」
を
選

ん
で
、「
ふ
さ
の
く
に
歩
い
て
健
康
マ
ッ
プ

〜
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
コ
ー
ス
・
と
み
う
ら

散
策
コ
ー
ス
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
１
コ

ー
ス
約
１
万
歩
の
歩

行
コ
ー
ス
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
食
事
だ
け

で
な
く
、
運
動
に
つ

い
て
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
コ
ー
ス

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
庭
園
で
、
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
を
は
じ
め
、
各
種
ハ
ー
ブ
や
季
節
の
花

6

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

2009年2月号

小
川
堅
策
（
白
浜
中
学
校
２
年
）

男
子
個
人
戦
66
㎏
級
　
準
優
勝

宮
久
地
瑞
希
（
富
浦
中
学
校
２
年
）

女
子
個
人
戦
70
㎏
超
級
　
第
３
位

富
浦
中
学
校
教
頭
、
ペ
ナ
ン
日
本
人
学
校

長
、
館
山
市
立
九
重
小
学
校
長
、
富
浦
中
学

校
長
、
南
房
総
市
教
育
委
員
会
委
員
長
職
務

代
理
者
を
務
め
、
長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育

お
よ
び
教
育
行
政
に
貢
献
さ
れ
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

北
三
原
小
学
校
教
頭
、和
田
小
学
校
教
頭
、

船
橋
市
立
高
根
台
第
三
小
学
校
長
、
鴨
川
市

立
曽
呂
小
学
校
長
、北
三
原
小
学
校
長
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
育
成
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
柔
道
大
会
に
お
い
て
、
優
れ
た
成
績
を
修

め
た
１
団
体
３
個
人
に
功
績
を
た
た
え
、
教

育
長
か
ら
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

白
浜
中
学
校
柔
道
部

男
子
団
体
戦
　
第
３
位

和
泉
　
亨
（
白
浜
中
学
校
２
年
）

男
子
個
人
戦
81
㎏
級
　
準
優
勝

故・鎌田　茂さん
（享年75）

（富浦地区）

瑞宝双光章

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

死
亡
叙
勲

とみうら散策コース

〜
ふ
さ
の
く
に
歩
い
て
健
康
マ
ッ
プ

見
所
ス
ポ
ッ
ト
〜

〜
快
速
バ
ス
「
う
ら
ら
」
の
　
　

自
由
乗
降
制
〜

南房総市地域公共交通
活性化協議会通信シリーズ４

教
育
長
顕
彰

１
月
19
日
（
月
）
知
識
や
技
術
を
活
か
し

た
高
齢
者
の
就
労
の
場
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
南
房
総
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
川
崎
治
会
長
・
会
員
１
３
２
人
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
役
員
が
選
出
さ
れ
、
今
後
、

法
人
化
の
手
続
き
を
経
て
、
４
月
１
日
か
ら

一
般
社
団
法
人
南
房
総
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

今
ま
で
の
経
過

旧
富
山
町
、
旧
白
浜
町
、

旧
千
倉
町
、
旧
和
田
町
で
、
高
齢
者
働
く

会
が
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
４

月
に
南
房
総
市
４
地
区
高
齢
者
働
く
会
連

絡
協
議
会
を
設
立
し
、
市
内
全
域
に
活
動

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
20
年
６
月
か
ら
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

ス
タ
ー
ト

〜
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
〜

タ
ー
設
立
準
備
委
員
会
を
発
足
、
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

仕
事
内
容

公
園
清
掃
な
ど
の
清
掃
作
業

除
草
・
草
刈
り
・
毛
筆
筆
耕
や
宛
名
書
き

ふ
す
ま
張
り
や
ペ
ン
キ
塗
り
　
な
ど

会

員

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
人

問
い
合
わ
せ

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

TEL

47
―
５
４
１
０

故・鈴木光男さん
（享年83）

（和田地区）

瑞宝双光章

こ
ん
に
ち
は

保
健
推
進
員
で
す
！
⑤



7

市
民
海
外
交
流
研
修
報
告

2009年2月号

７
月
27
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で
の
間
に
高
校
生
海
外

校
生
海
外

派
遣
派
遣
に
参
加
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告

交
流
研
修
報
告
を
紹
介
紹
介
し
ま
す
。 

７
月
27
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で
の
間
に
高
校
生
海
外

派
遣
に
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。 

私
は
こ
の
夏
、
人
生
初
の
と
て
も
す
ば
ら

し
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う

異
国
の
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
気
持
ち
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
日
本
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」

そ
ん
な
質
問
か
ら
私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が

始
ま
り
ま
し
た
。う
ま
く
答
え
ら
れ
な
く
て
、

単
語
を
一
生
懸
命
つ
な
げ
な
が
ら
答
え
た
の

を
い
ま
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

私
の
英
語
力
の
た
り
な
い
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
な

英
文
を
聞
き
と
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
、
毎
日

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
温

か
く
て
優
し
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
元
で
約
３
週

間
過
ご
し
ま
し
た
。

平
日
に
通
っ
て
い
た
学
校
に
は
、ロ
シ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
何
カ

国
も
の
人
が
い
ま
し
た
。
同
じ
ク
ラ
ス
に
な

っ
た
人
た
ち
は
年
齢
が
同
じ
く
ら
い
な
の

に
、
と
て
も
英
語
が
上
手
で
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
会
話
に
し
ど
ろ
も
ど
ろ
し

て
い
る
の
は
日
本
人
だ
け
と
気
づ
き
、
正
直

と
て
も
焦
り
ま
し
た
。

会
話
が
う
ま
く
で
き
ず
、
戸
惑
う
こ
と
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
伝
わ
っ
た
時
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
言
葉
も
文
化
も
、
見
た

目
だ
っ
て
違
う
友
達
た
ち
だ
っ
た
け
れ
ど
、

心
と
心
が
つ
な
が
れ
ば
、
人
間
っ
て
感
じ
合

え
る
生
き
も
の
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

国
籍
な
ん
て
関
係
な
い
。
伝
え
よ
う
っ
て
思

え
ば
絶
対
に
伝
わ
る
。
大
事
な
の
は
そ
の

「
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
」
な
ん
だ
と
、

学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
の
最
初
の
ほ
う
は
、
自
分
の
殻
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
で
積
極
的
に
話
し
か
け
た
り

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
。」
と
思
い
、
少
し

ず
つ
だ
け
ど
自
分
か
ら
話
し
か
け
た
り
し
て

み
よ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
以
前
の
自
分
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
日
に
日
に

成
長
し
て
い
く
自
分
に
少
し
驚
き
ま
し
た
。

英
語
だ
け
の
世
界
に
入
っ
て
行
く
の
は
正

直
と
て
も
怖
く
て
、
最
初
は
楽
し
む
余
裕
な

ん
て
な
く
て
必
死
で
し
た
。
必
死
に
な
り
す

ぎ
て
頭
の
中
で
文
法
な
ど
を
一
生
懸
命
考
え

て
、
完
璧
な
英
語
を
話
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
し
ま
い
、
少
し
焦
っ
て
い
ま
し

た
。
相
手
の
話
を
聞
く
時
も
文
法
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
し
ま
い
、
反
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

そ
ん
な
中
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
話
し
て
く
る

こ
と
が
初
め
て
日
本
語
を
聞
く
み
た
い
に
意

味
が
す
ん
な
り
自
分
の
中
に
入
っ
て
き
て
、

時
差
な
く
笑
え
た
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
は
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
く
て
、
や
っ

と
環
境
に
と
け
こ
め
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
丁
度
そ
の
く
ら
い
の
頃
か
ら
、
細

か
い
こ
と
を
気
に
し
な
い
で
単
語
を
並
べ
た

り
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
伝
え
よ
う
と
す
る
だ

け
で
、
け
っ
こ
う
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
本
当
は
こ
の
よ
う
な

考
え
は
よ
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
細
か
い
こ
と
を
気
に
せ
ず
、
完
璧
に
し

よ
う
と
思
わ
な
い
ほ
う
が
会
話
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
今
回
の
研
修
で
、
言
葉
と
し
て
の
英

語
を
い
か
に
う
ま
く
使
え
る
か
ど
う
か
と
い

う
よ
り
、
い
か
に
頑
張
っ
て
使
お
う
と
す
る

か
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
戸
惑
わ
ず
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
気
持

ち
が
英
語
上
達
へ
の
近
道
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
日
本
人
に
は
欠
け
て

い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
日
本
の
英
語
教
育
や
、
そ
れ
に

つ
な
が
る
大
学
入
試
制
度
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
私
は
中
学
校
か
ら
今
ま
で
約
４
年
半
英

語
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
、
文
法
や
書
く

こ
と
を
重
視
し
て
き
て
、
英
語
で
会
話
を
す

る
と
い
う
機
会
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
日
本
の
英
語

教
育
が
も
っ
と
実
践
的
な
も
の
に
な
り
、
英

語
を
単
な
る
勉
強
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
す

れ
ば
世
界
で
活
躍
す
る
日
本
人
が
も
っ
と
増

え
る
と
思
い
ま
す
。

今
で
も
時
々
イ
ギ
リ
ス
の
美
し
い
街
並
み

や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
ん
な
、
学
校
で
の
こ

と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
自
分
の
英
語
力
の
な
さ
に
自
信
を
喪
失

し
、
腹
が
立
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

今
と
な
っ
て
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ

た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
、
ち
ょ
っ
と
の
で
き
ご
と
す
べ
て
が
と

て
も
良
い
思
い
出
で
す
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
で
の
経
験
す
べ
て
が
私
の
人
生
の
大
切
な

宝
で
す
。
新
し
い
家
族
が
で
き
て
、
日
本
以

外
に
帰
る
家
が
も
う
ひ
と
つ
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

今
よ
り
も
更
に
英
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
て
か
ら
、
ま
た
あ
の
思

い
出
の
地
に
帰
っ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
達

に
会
い
に
行
き
た
い
で
す
。

大胡　香央里さん

木更津総合高校2年
富山地区（ ）

海外交流研修の様子

「
英
語
研
修
で
得
た
も
の
」



県
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
は
、
３
月
ま
で
開

催
す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
２
０
０
９
・

早
春
ち
ば
め
ぐ
り
」
の
期
間
に
合
わ
せ
、
午

後
10
時
ま
で
営
業
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

全
長
３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
連
続
温
室
や

大
温
室
の
中
に
か
が

り
火
や
キ
ャ
ン
ド
ル

グ
ラ
ス
を
配
置
し
、

温
室
内
の
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
や
ア
ナ
ナ

ス
、
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
な
ど
の

花
々
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

夜
間
営
業
期
間

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

延
長
時
間

午
後
５
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

※

延
長
時
間
内
の
入
園
は
無
料
で
す
が
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
は
通
常
料

金
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

県
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス

TEL

28
―
１
５
１
１

県
内
２
機
目
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
君
津

中
央
病
院
に
配
備
さ

れ
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と

は
、
救
急
医
療
機
器

を
装
備
し
た
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
救
急
医
療
の
専
門
医
、
看
護
師
な

ど
が
搭
乗
し
、
生
命
の
危
機
が
切
迫
し
て
い

る
傷
病
者
に
医
療
処
置
を
し
な
が
ら
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
す
る
も
の
で
す
。

安
房
消
防
の
判
断
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
ま
す
が
、
市
の
離
着
陸
場
は
次
の
10

カ
所
の
予
定
で
す
。

富
山
中
学
校
、
富
浦
中
学
校
、

滝
田
公
民
館
、

千
歳
小
学
校
跡
地
（
奥
の
雑
草
地
）、

大
井
青
年
館
、
千
倉
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
、

道
の
駅
ち
く
ら
・
潮
風
王
国
、

白
浜
運
動
広
場
、
南
三
原
小
学
校
、

和
田
小
学
校

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
到
着
す
る
前
に
は
、
必

ず
消
防
車
が
現
場
に
急
行
し
、
近
く
に
い
る

人
に
退
避
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
安
全
確
保

対
策
を
実
施
し
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
着
陸
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
救
急
車
と
同
じ
で
、
搬
送
費
用
は

8
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2009年2月号

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
有
視
界
飛
行
の
た

め
、
夜
間
は
飛
行
し
ま
せ
ん
。

尊
い
人
命
を
救
う
た
め
に
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　
TEL

36
―
１
１
５
２

消
防
自
動
車
の
更
新
の
た
め
、
車
両
貸
与

式
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
長
か
ら
「
こ
の
車

両
を
地
域
の
防
火
防
災
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
切
望
し
ま
す
。」
と
消
防
団
活
動

へ
の
期
待
の
言
葉
が
あ
り
、
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
も
新
し
い
消
防
自
動
車
を
前
に
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
配
備

〜
市
内
10
カ
所
に
離
着
陸
〜

公
民
館
講
座

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
受
講
生
募
集

県
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス

夜
間
営
業
開
始

消
防
団
消
防
自
動
車
の
貸
与
式

第
６
支
団
第
３
分
団

（
丸
山
地
区
　
加
茂
・
沓
見
）

●
英
語
で
遊
ぼ
う
！
講
座

英
語
の
歌
に
の
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

踊
っ
た
り
し
ま
す
。

日
　
時

３
月
９
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

展
示
室

対
　
象

２
歳
か
ら
４
歳
ま
で（
先
着
15
組
）

参
加
費
は
無
料
で
す
。

●
オ
ー
ブ
ン
を
使
わ
な
い
自
然
派
お
や
つ

ケ
ー
キ
職
人
に
よ
る
お
や
つ
作
り
の
実
習

で
す
。

日
　
時

３
月
16
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

調
理
室

対
　
象

０
歳
か
ら
４
歳
ま
で（
先
着
15
組
）

材
料
費
と
し
て
３
０
０
円
程
度
の

実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※
　
調
理
に
参
加
す
る
お
子
さ
ん
も
必
要

受
　
付

各
講
座
と
も
に
２
月
25
日
（
水
）

か
ら
先
着
順
　

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

三
芳
公
民
館
　
TEL

36
―
４
１
１
４

更新された消防自動車

夜しか見られない幻想空間
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市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
の
一

環
と
し
て
、
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の

耐
震
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

３
月
11
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

会
　
場

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※

費
用
は
無
料
で
す
。
相
談
は
予
約
制
と

な
り
ま
す
。
予
約
は
建
設
部
管
理
課
ま
で

電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

建
設
部
管
理
課
　
TEL

33
―
１
１
０
２

2009年2月号

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
に
支
給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
は
35
万
円
で
し
た
が
、
１
月
か
ら
産
科

医
療
補
償
制
度
（
注
１
）
に
加
入
す
る
分
娩

（
ぶ
ん
べ
ん
）
機
関
に
お
い
て
出
産
し
、
産

科
医
療
補
償
制
度
の
対
象
と
な
る
分
娩
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
３
万
円
が

加
算
さ
れ
、
38
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
加
算
分
を
受
け
る
場
合
に
は
、
産

科
医
療
補
償
制
度
の
対
象
と
な
る
分
娩
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
申

請
時
に
分
娩
機
関
発
行
の
領
収
書
（
注
２
）
な

ど
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
産
科
医
療
補
償
制
度
は
、
財
団
法
人

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
運
営
主
体
と
な

り
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
お
産
で
き

る
よ
う
に
、分
娩
機
関
が
加
入
す
る
制
度
で
、

加
入
機
関
で
お
産
す
る
と
、
万
一
、
分
娩
時

に
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
重
度
の
脳
性
ま
ひ

と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
経
済
的
負

担
が
補
償
さ
れ
ま
す
。

（
注
２
）
分
娩
機
関
発
行
の
領
収
書
な
ど
に
は
、

産
科
医
療
補
償
制
度
の
対
象
と
な
る
分
娩
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
が
所
定
す
る
印
が
押
印
さ
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
高

額
療
養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
75
歳
に
な

る
月
に
つ
い
て
は
、
誕
生
日
に
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
た
め
、
国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
そ
れ
ぞ
れ
で
自
己
負
担
限
度
額
が
適
用

さ
れ
、
負
担
が
倍
増
す
る
場
合
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
75
歳
に
な
る
月
に

限
り
、
国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
を
そ
れ

ぞ
れ
２
分
の
１
ず
つ
と
し
、
２
つ

を
あ
わ
せ
て
も
そ
れ
ま
で
と
負
担

が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
措
置
は
平
成
20
年

４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
診
療
分
に

つ
い
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

追
加
支
給
の
対
象
者
に
は
、
ご

案
内
の
通
知
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
お
よ
び
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃
金

「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
10
月
31
日
か
ら
時

間
額
７
２
３
円
に
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
12
月
25
日
か
ら
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

使
用
者
は
、
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労

働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

TEL

０
４
３
―
２
２
１
―
２
３
２
８

木
更
津
労
働
基
準
監
督
署

TEL

０
４
３
８
―
22
―
６
１
６
５

住
宅
の
無
料
耐
震
相
談
会

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

〜
最
低
賃
金
改
正
〜

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

〜
１
月
か
ら
支
給
額
が
変
わ
り
ま
し
た
〜

75
歳
の
誕
生
月
の

医
療
費
負
担
の
特
例◆

1
月
定
例
記
者
会
見

１
月
26
日
（
月
）
実
施

会
見
項
目

１．

南
房
総
「
良
い
食
」
起
業
協
議
会
試
食
会

昨
年
９
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
元
気
が
お
い
し
い

南
房
総
　
女
性
力
を
磨
く
〝
良
い
食
〞
起
業
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
後
、
テ
ス

ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
テ
ス
ト
販
売
な
ど
を
経
て
（
平
成

22
年
度
以
降
）
商
品
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

担
当
課

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

TEL

33
―
１
１
４
７

２．

第
19
回
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
（
13
頁
に
記
載
）

※

記
者
会
見
の
資
料
は
、
秘
書
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
課
　
TEL

33
―
１
０
０
２

795 

829 

 

 

813 

798 

775 

807

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金 

業　　　種 改正額(円)

調味料製造業 

鉄鋼業 

 

 

電子部品製造業など 

計量器製造業など 

各種小売業 

自動車(新車)小売業 

814生産用機械器具製造 
業など 
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～障害者の 
　税控除など②～ 問い合わせ　社会福祉課　TEL　36－1151

傷病により寝たきりなどの状態にある人が在宅療養を行うために、医師の継続的
な診療を受けており、かつその医師と適切な連携をもとに次のサービスなどを利用
した場合、サービスを受けるための費用（利用者負担額）について、医療費控除の
対象とすることができます。

在宅療養の介護費用の医療費控除

問い合わせ 医療費控除について　館山税務署　TEL 22－0101
証明書発行について　社会福祉課　TEL 36－1151

ストマ用装具（蓄便袋・蓄尿袋）に係る
費用の医療費控除

ストマ用装具を使用している人について、
治療上適切なストマ用装具を消耗品として
使用することが必要不可欠であると医師が
認め、証明書を発行した人については、ス
トマ用装具にかかる費用は、医療費控除の
対象になります。ただし、日常生活用具給
付事業を利用されている人の医療費控除の
対象は、支払った自己負担額に限ります。
【手続き方法】
医療費控除を受ける際に、医師が発行し

た証明書とストマ用装具代の領収書を確定
申告に添付するか、提示することが必要で
す。なお、証明書の用紙は、館山税務署に
あります。

利子などの非課税
身体障害者手帳の交付を受けている人な

ど、一定の要件に該当する人の少額預金、
少額公債の各元本350万円までの利子などが
非課税になります。
問い合わせ 館山税務署 TEL  22－0101

その他の税の減免
◇個人事業税
あん摩、マッサージまたは指圧、はり、きゅう、柔道整復

その他の医業に類する事業を営む人が、視力障害者で万国式
試視力表により測定した両眼の視力（屈折異常のある者につ
いては、矯正視力についてその測定をしたものをいう。）が
0.06以下である場合は課税されません。
◇関税
身体障害者用に製作された器具、物品の輸入および慈善ま

たは救済のために寄贈された給与品、または社会福祉事業施
設に寄贈された物品の輸入については、関税を免除されます。
◇相続税
心身障害者が相続した場合、障害の程度および年齢に応じ、
相続税が減額されます。
◇贈与税
特別障害者を受益者とする「特別障害者扶養信託契約」に

基づき、金銭、有価証券などの財産を信託会社または信託業
務を営む金融機関に信託したとき、特別障害者1人につき、
6,000万円まで贈与税が非課税となります。
問い合わせ
個人事業税 館山県税事務所（安房合同庁舎1階）

TEL 22－7117
関　　　税 東京税関　TEL 03－3599－6214
その他の税 館山税務署　TEL 22－0101

 

対 象 と な る サ ー ビ ス 手 続 き 方 法 

障害者自立支援法に基づく市町村が実施する地域生活支援事業訪問
入浴サービス 

障害者自立支援法に基づく福祉サービス 
1　居宅介護（身体介護、通院介助（身体介護を伴う場合）および乗降介助に限る） 
2　重度訪問介護（身体介護、通院介助（身体介護を伴う場合）および乗降介助に限る） 
3　短期入所（市町村により遷延（せんえん）性意識障害者などとして支給決定 
　  を受けたものに限る） 
4　重度障害者包括支援（1から3までと同様のものに限る） 

　医療費控除を受ける際に、南房総市の発行する「在
宅介護費用証明書」と訪問入浴サービス利用決定書
などの写しを確定申告書に添付するか、提示する。 

　医療費控除を受ける際に、指定障害者福祉サービ
ス事業者などの発行する「障害福祉サービス利用者
負担額証明書」と南房総市の発行する受給者証の
写しなど確定申告書に添付するか、提示する。 
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2月は、省エネルギー月間です！～省エネは地球へのプレゼント～2月は、省エネルギー月間です！～省エネは地球へのプレゼント～2月は、省エネルギー月間です！～省エネは地球へのプレゼント～

11

エ
コ
★
ニ
ュ
ー
ス

2009年2月号

近年の少子高齢化社会の中、都会などへの人口の流失が

進んでいます。放棄された土地や建物に雑草などが生い茂

り、害虫の発生や不法投棄を誘発する原因となるほか、防

犯・防災や景観問題など、市民の安全や生活環境に悪影響

を与えています。

市では、宅地化された土地や住宅地に隣接する土地で、

現在人が使用していない土地（空き地など）において、雑

草が生い茂り放置された状態をなくし、安全で良好な生活

環境と美しい景観を守るために、「空き地の雑草等の除去

に関する条例」いわゆる「草刈り条例」を平成21年4月か

ら施行します。

この条例では、空き地などの土地の所有者や管理者は、

自己の責任において雑草が生い茂らないよう適切な管理に

努めなければならないと定めています。該当する土地が管

理不良状態であるときやその状態になる恐れがあるとき

は、市が必要な処置を講ずるように

助言し、または指導などを行います。

また、土地の所有者が自分で除草が

できない場合には、本人の申し出によ

り除草作業団体を紹介しています。

快適で住みよい環境づくりと美し

いまちづくりのため、皆さんのご理

解とご協力をお願いします。

寒い冬は特に暖房にエネルギーをたくさん使う時期で、2月は「省エネルギー月間」

となっています。私たちにできる省エネ行動を実践してみましょう。

≪冬の省エネ≫

★　暖房は、室温20℃を目安に温度調節をしましょう。

★　暖房機器など、不必要なつけっぱなしはやめましょう。

★ 電気・ガス・石油機器などを買うときは、省エネルギー

タイプのものを選びましょう。

空き地などの土地が管理不良状態とは、次

の状態のことをいいます。

①人の健康を害し、または害するおそれのあ

る状態

蚊やハエなどの害虫の発生の原因や雑草

などの花粉の飛散により、健康への影響被

害になるおそれがある。

②火災または犯罪の発生の原因を引き起こす

おそれのある状態

雑草が生い茂り火災の原因や、歩行者や

車両通行の妨げになっている。また、犯罪

の起きやすい場所になっている。

③①、②のほか、市民の良好な生活環境を阻

害し、または阻害するおそれのある状態

該当する土地の周辺の景観を損ねている、

市民の皆さんの良好な生活環境に影響があ

るなど。

不明な点は、

環境保全課へご相談ください。

TEL 33－1053

Ｎo.20
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課　環境都市づくり推進室 
TEL 33―1042

― 4月から「空き地の雑草等の除去に関する条例」（草刈り条例）を施行します―

快適な住みよい
まちづくりのために



介護予防とは、自分らしく元気で長生きするために、体の機能をできるだけ維持、改善できるよう普
段の生活を活発にしようとするものです。
ポイントは次の6つです。

はしかゼロをみんなのチカラで!!
～麻しん（はしか）風しん混合予防接種の接種期限が近づいています～

今年度の2期・3期・4期の対象者は、3月31日（火）までに接種を済ませてく
ださい。この日を過ぎると公費での接種ができなくなりますのでご注意ください。
まずは、自分のために。そしてまわりの人のためにも接種をうけましょう!!

①運動をする習慣をつけましょう。
体を使わないと足腰が衰えてきます。「年だか
ら」とあきらめないでください。いくつになって
も運動すれば筋肉はこたえてくれます。

②食べることを大切にしましょう。
かむ力や食欲の低下などで食べる量が少なくな
ってくることがあります。栄養を取り、低栄養状
態を予防するために主食・主菜・副菜を組み合わ
せて食べましょう。

③お口の健康は全身の健康。
食べ物がかみにくくなったり、飲み込みにく

くなったりしていませんか。
このような状態が続くと、低栄養状態になり、
足腰が衰えたりすることもあります。
歯みがきや入れ歯のそうじでお口を清潔にし

ましょう。

④外へ出ましょう。
畑仕事や買い物、散歩などで外へ出て近所の人
とおしゃべりしましょう。

⑤認知症を見逃さないで。
「おやっ」と思ったらかかりつけ医へ相談し

ましょう。
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⑥心の健康を保ちましょう。
気分が落ち込む、何をしても楽しくない、やる気が起き
ないなどの症状が続いたらがまんせずにかかりつけ医へ相
談しましょう。

蛟 検診のとき、このようなチェックをしました。
これが生活機能評価です。

今年度の総合検診で生活機能評価を受けて、
「介護予防事業の利用が望ましい」と結果が届いている人へ

市では介護施設に委託して介護予防事業を実施しています。地域包括支援センターで利用の手続きをします。
※　市の地域包括支援センターはアイリスの里とリブ丸山の2カ所です。
利用希望の人は、高齢者福祉課（TEL 36－1154）までご連絡ください。

問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

介護予防のすすめ
～介護予防をはじめませんか？～

足腰の運動の例

口を大きくあけ、舌を出し
たり、引っ込めたりする。

両膝をゆっくり
上げ5秒止め、
ゆっくり下ろす。
5～10回行う。

息を止めずに行いましょう。

主菜
（魚・肉・卵・
大豆製品などの
おかず）

主食
（ご飯・パン・
めんなど）

副菜
（野菜・きの
こ・海草・いも
などのおかず）

お口の体操の例

口を閉じたまま
頬をふくらませ
たり、すぼめた
りする。

1 
 

はい いいえ 

はい いいえ 

バスや電車でひとりで外出していますか。 

わけもなく疲れたような感じがする。 
〜 〜 〜 〜 

２５ 

足を左右に開き片
足に体重をかけ
10～15秒止め
る。左右5～10回
ずつ行う。



第19回南房総フラワーマーチ
参加者募集

～早春の南房総を歩こう！～
満開を迎える花畑沿いや南風吹く海岸線など早春

の自然を体感しながら歩くことのできる市内最大の
ウォーキングイベントです。今、最も身近な健康管
理としてウォーキングが注目されています。運動不
足解消に、美と健康のために、学生の皆さんは卒業
の記念に、ぜひ一緒に歩いてみませんか？
日　　程 3月7日（土）・8日（日）
※ 2日間5ルート（5・12・20・25・40㎞）か
らコースを選定できます。
ホームページ
http://www.mboso-etoko.jp/march/

参 加 費 大人2,000円　18歳以下1,000円
※ 但し、安房郡市内および友好都市在住者は
半額割引
申込方法 申込書に必要事項を記入の上、振込

か現金書留にて（社）日本ウォーキ
ング協会までお申し込みください。

パンフレット 観光プロモーション課および各支所窓
口にて配布しています。

問い合わせ （社）日本ウォーキング協会
TEL03－5256－7855
観光プロモーション課
TEL 33－1091

ふれあいウォーキング富山大会兼
安房スポレク祭 参加者募集

～みんなでスポーツ健康づくり　心豊かな南房総～
今年度は、富山地区を会場に開催します。
また、本大会は安房スポレク祭を兼ねており、
安房郡市内の人が対象です。多くの皆さんの参
加をお待ちしています。
日　　時 3月15日（日）小雨決行　午前10時　
場　　所 道の駅富楽里発着（富楽里西側駐車場集合）

富山～伏姫籠穴　経由　約11.5㎞
参 加 費 100円（行事保険料含）
※　参加費は当日会場受付でお支払いください
イベント ○×クイズ・歩数当てクイズ（道の駅

富楽里から富山までの約6.5㎞の歩数。
目安として、歩幅は70cm。）
※　賞品多数有。豚汁サービス有。

参加資格 健康な人（小学生以下は保護者同伴のこと）
持 ち 物 弁当・飲物・タオル・雨具・その他

各自必要なもの
申込方法 住所・氏名・電話番号を2月27日（金）

までに電話またはファクスで申し込んで
ください。

申込および問い合わせ
生涯学習課　TEL 46－2964

FAX 46－4059

花嫁街道ハイキング
2月7日（土）和田浦駅発
距離:約13.5㎞　時間:約4時間

ローズマリーと桜の安馬谷里山ハイキング
3月20日（金）千歳駅

距離:約10.7㎞　時間:約3時間

花の富浦ハイキング
3月31日まで実施しています
～3月31日（火）富浦駅

距離:約10㎞　時間:約2時間50分

問い合わせ 観光プロモーション課
TEL 33－1091おなじみとなっている ＪＲ駅からハイキング

壮大な景色や一面に広がる花畑をお楽しみください。
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和
田
町
黒
岩
の
別
所
に
あ
る
真
言
院
の
近
く
に
、

「
旗
掛

は
た
か

け
松
」
と
呼
ぶ
松
の
古
木
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
松
は
根
元
の
太
さ
が
、
大
人
の
手
で
三
抱
え

も
あ
っ
た
大
木
で
、
緑
あ
ざ
や
か
な
松
葉
の
た
く
さ

ん
付
い
た
枝
が
、
地
に
垂
れ
下
が
る
よ
う
に
伸
び
て

い
た
た
め
、
た
い
そ
う
風
情
が
あ
り
、
地
元
の
人
た

ち
が
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

悲
し
い
時
代
だ
っ
た
先
の
大
戦
の
時
に
伐
採
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

今
は
、
そ
の
切
り
株
さ
え
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ど
う
し
て
「
旗
掛
け
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
と

言
い
ま
す
と
、
治
承
４
年
（
１
１
８
０
年
）
の
昔
、

伊
豆
の
石
橋
山
の
戦
い
に
敗
れ
て
安
房
に
逃
れ
て
き

た
、
源
頼
朝

み
な
も
と
の
よ
り
と
もが

源
氏

げ
ん
じ

の
白
旗

し
ら
は
た

を
掲
げ
た
と
い
う
伝
説

を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

源
氏
再
興
を
夢
見
る
頼
朝
は
、
神
の
助
け
を
願
い
、

安
房
各
地
の
有
名
な
社

や
し
ろ

に
お
詣ま
い

り
し
ま
し
た
が
、
そ

の
時
、
下
三
原
か
ら
黒
岩
に
入
っ
た
頼
朝
は
、
熊
野

く
ま
の

神
社
に
も
お
詣ま
い

り
し
た
の
で
す
。
黒
岩
の
熊
野
神
社

は
、
伊
邪
那
岐
命

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

・
伊
邪
那

い

ざ

な

美
命

み
の
み
こ
とを
お
祀
り
し
た
霊
験
あ

ら
た
か
な
社
で
す
か
ら
、
丹た

ん

精せ
い

を
込
め
て
神
助
を
願
う

と
、
別
所
に
生
え
て
い
た
松

に
白
旗
を
掲
げ
、
源
氏
再
興

の
決
意
を
新
た
に
し
た
の
で

す
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第34話 ～
生稲謹爾

旗掛け松

春風と潮風香る南房総を舞台に

心とからだの健康づくり！ウォーキング
南房総ウォーキングイベント

(申込手続き)
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有
料
広
告

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

営業時間　11:00～ 
定 休 日　火曜日 

地魚喰処 

南房総市白子南房総市白子1968-151968-15南房総市白子1968-15
第２フラワーライン沿い 

TEL0470TEL0470－4646－29662966TEL0470－46－2966

大好評！ 
南房総南房総の厳選厳選・吟味吟味した新鮮地魚新鮮地魚にて 
皆様皆様のお越しをお待ちしております。 
南房総の厳選・吟味した新鮮地魚にて 
皆様のお越しをお待ちしております。 

味鈴の寿司
南房総の厳選・吟味した新鮮地魚にて 
皆様のお越しをお待ちしております。 

ローズマリー公園そば 

美浜寿し
（鮨・地魚料理） 

定休日・木曜日 

これからお得！ETCを低価格で取り付けします 

ドライブを楽しく最新ナビ＆地デジテレビ 

千倉町大川1300　TEL 43－1201千倉町大川1300　TEL 43－1201

ネットオークションに 
より好みの車をお探し 

します！ 

南房総市和田町仁我浦19-1 TEL.0470-47-2021

介護療養病床・一般病床 
透　　　  析 

中 原 病 院 
医療法人　美篶会 

み  すず 

介護療養病床・一般病床・外来透析・入院透析 

南房総市和田町仁我浦19-1 TEL.0470-47-2021

医療法人　美篶会 
み  すず 

中 原 病 院中 原 病 院

南房総市和田町仁我浦19-1

医療法人　美篶会 
み  すず 

富楽里竹燈祭りは、南房総未来塾のメンバーと富山地区山田在住の

嶋田孝之さんが、道の駅富楽里とみやまを会場に、竹燈を150カ所

設置し、新たなる景観の創造を試みるというイベントで、12月20日

から23日に行われました。

今回のイベントは、南房総未来塾が行った田植え・どろんこ体験に

参加した嶋田さんが、未来塾メンバーに竹燈についての熱い思いを語

ったことがきっかけです。竹燈は、嶋田さんの発案によるもので、竹の中に水を張り、ロウソクを水に浮

かせることで、2時間程度で自動的に消火する設計になっています。

富楽里の通路などに配置された150個の竹燈は夕日の

グラデーションと相まって幻想的な空間を演出していま

した。

実行メンバーは、「竹燈をつくることで、荒廃地の利活

用につなげることができると考えています。地域の皆さ

んのご理解をいただき、皆さんと一緒に竹燈の良さを多

くの人に感じてもらえるような活動をしていきたいです。

また、それが地域の賑わいにつながればとても嬉しいで

す。」と語っていました。

団体名：富楽里竹燈祭り

今月は、番外編として、
南房総未来塾と地域住民の皆さんの協働事業を紹介します。

～市民活動団体の紹介【番外編】～

まちづくりの 
主役たち 
まちづくりの 
主役たち 

連絡先および代表者
南房総市平久里下303

南房総未来塾　実践グループ
代表　若林　和夫　TEL 58－0630

地域の皆さんが知恵や力を出し合うことも
協働のひとつの形です。
協働の輪を広げていきませんか。
問い合わせ　企画政策課 TEL 33-1001

150個の竹燈が幻想的な空間を演出　

「竹燈」には細部にわたり工夫が施されている


